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１．研究目的 

格子 QCD 第一原理計算に基づいて理論的に現実的な核力・ハイペロン力を決定する。 
２．研究成果の内容 

HPCI 戦略分野５課題１で生成された物理点ゲージ配位を使用して、スーパーコンピュ

ータ京、FX-100@RIKEN と連携して、現実的な核力・ハイペロン力を格子 QCD 第一

原理計算により理論的に決定している。現在解析が進行中で統計が上がっている核

力・ハイペロン力（正パリティの中心力とテンソル力）の結果をいくつかみせる。 

  

図は、物理点格子 QCD による NN テンソル力（左）と、ΛΛ-NΞ-ΣΣ結合チャンネ

ルポテンシャル（diagonal（中）、off-diagonal（右））である。 
３．学際共同利用として実施した意義 

HPCI 戦略分野５課題１で L=8.2fm の巨大な空間体積上で生成された物理点ゲージ配

位を使用して、核力・ハイペロン力を計算するために要求される計算量やデータ量は

膨大である。このため、この研究には HA-PACS 級のスーパーコンピュータの使用が

必須であった。 
４．今後の展望 

ここで得られた核力・ハイペロン力ポテンシャルを使用して、QCD に基づいた形で、

原子核・ハイパー核構造・反応の研究や中性子星の構造等への応用を進めていく。負

パリティセクタの核力・ハイペロン力、LS 力や三核子・三バリオン間力は、計算資源

の制限からポスト京を待たざるを得ない。ポスト京の利用に向けて研究を進めて行く。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 5200 時間 
HA-PACS/TCA ○ 1575 時間 
COMA ○ 360 時間 
※配分リソースについては 32node 換算時間をご記入ください。 

 


